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運用報告書（全体版） 
第７期（決算日 2023年１月25日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそなラップ型ファンド（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2023年１月25日に第７期の決算を
行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

りそなラップ型ファンド 
（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
愛称：R246（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 
愛称：R246（安定型） 

 

 
第７期（決算日 2023年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な安定性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制
限を設けません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
３期(2019年１月25日) 10,330 0 △2.2 15.8 0.8 76.4 6.1 25,807 
４期(2020年１月27日) 10,764 0 4.2 13.1 2.3 77.3 6.0 30,465 
５期(2021年１月25日) 11,028 0 2.5 13.2 2.4 76.8 5.9 42,570 
６期(2022年１月25日) 11,121 0 0.8 16.5 0.8 73.6 7.7 55,845 
７期(2023年１月25日) 10,401 0 △6.5 16.5 1.5 72.9 8.1 52,737  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年１月25日 11,121 － 16.5 0.8 73.6 7.7 

１月末 11,108 △0.1 16.4 0.9 73.6 7.8 
２月末 10,939 △1.6 16.7 0.8 73.5 7.9 
３月末 10,991 △1.2 17.2 1.0 75.7 8.2 
４月末 10,796 △2.9 17.2 0.7 74.2 8.3 
５月末 10,734 △3.5 17.0 1.2 72.2 8.3 
６月末 10,563 △5.0 17.0 0.8 76.1 7.9 
７月末 10,820 △2.7 16.6 1.0 72.3 8.1 
８月末 10,673 △4.0 15.4 1.2 73.8 8.0 
９月末 10,302 △7.4 15.7 1.5 75.1 7.6 
10月末 10,483 △5.7 17.3 0.5 74.3 8.1 
11月末 10,501 △5.6 16.1 1.5 71.8 8.0 
12月末 10,199 △8.3 15.9 1.2 72.7 7.8 
(期  末)       

2023年１月25日 10,401 △6.5 16.5 1.5 72.9 8.1  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○運用経過 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界的なインフレ懸念の高まりを受け、主要国中央銀行（日本除く）が急速なペースで利上げを実施したこ

とや、金融環境の悪化や物価高に伴うコスト増加懸念などが基準価額の主な下落要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、海外金利上昇の影響を受けて、

日本の10年国債利回りは日銀の変動許容幅上限である0.25％近辺まで上昇しました。その後は、日銀による金

融政策修正期待から債券市場の変動率が高まる場面もみられましたが、金融緩和政策継続を受けて10年国債

利回りは0.25％近辺での横ばいの推移となりました。期末は、日銀が2022年12月の金融政策決定会合で長期金

利の変動許容幅を0.25％から0.5％へ拡大を決定するなか、10年国債利回りは0.5％近辺まで急上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行がインフレ抑制

姿勢を強め、金融政策正常化を加速したことから金利水準は上昇しました。米国では、ＦＲＢ（米連邦準備制

度理事会）による大幅利上げが進むなか、米10年国債利回りは一時4.3％台まで上昇しました。イギリスでは、

財源の裏付けがない大規模減税計画発表が嫌気され、国債利回りが大幅上昇する場面がみられました。期末に

かけて、主要国中央銀行による利上げペースの減速観測や景気悪化懸念が強まり、先進国の長期金利は低下し

ました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。高インフレ環境の長期化や自国通貨

安を回避する目的から新興国地域の大半で利上げが進み、長期金利は上昇しました。期末にかけて、一部の地

域ではインフレ進行にピークアウトの兆しがみられたことを背景に利上げペースが鈍化し、長期金利は低下

しました。国別では、ロシアはウクライナ侵攻に対する各国の経済制裁による影響からデフォルト懸念が強ま

り、債券価格は大幅下落しました。 

 

投資環境 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、ロシアのウクライナ侵攻に対する各国の経済

制裁による影響や、中国のゼロコロナ政策による大規模な都市封鎖措置などから企業業績見通しの先行き不

透明感が意識され、大きく下落する場面がみられました。期央にかけて、円安進行が企業業績を下支えすると

の期待から買い戻しが進みました。期末にかけて、ＦＲＢによる利上げペース減速期待や中国でのゼロコロナ

政策緩和などから、国内の株式市場は上昇しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行の大幅利上げによる金融

環境悪化や物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は下落しま

した。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速が期待されたほか、欧州では暖冬による影響から

天然ガスの供給問題に改善の兆しがみられ、先進国の株式市場は買い戻しが進みました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、インフレ高進や金融環境悪化などを背景

に、新興国の株式市場は下落基調で推移しました。期末にかけては、中国でのゼロコロナ政策緩和を支援材料

に反発しました。地域別では、国際商品市況の高止まりを背景に資源国地域が相対的に選好されました。中国

では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う厳格な都市封鎖措置や中国共産党大会で習近平氏が異例となる

３期目の総書記に選出されたことへの警戒感から売り圧力が強まる場面もみられました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金融

政策正常化への加速を背景に金利上昇への警戒感が高まるなか、日銀による金融緩和策継続や経済正常化進

展が支えとなり上昇しました。期後半は、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％から0.50％へ拡大し、資金調

達環境の悪化が嫌気され、国内リート市場は上昇幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行による金融政策正常化

への加速を背景とする、先行きの資金調達環境悪化や景気後退懸念の高まりなどから、先進国のリート市場は

下落しました。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速期待から一部買い戻しが進みました。

国・地域別では、大半の地域で売り圧力が強まるなか、ウクライナ情勢悪化や物価高による家計の購買力低下

による景気悪化懸念の強まりを受けて、イギリスやドイツなど欧州地域の下落が目立ちました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルは、米国でインフレ抑制を目指すＦＲＢにより、大幅利上げが急速に進められる一方、国内では日銀

による大規模な金融緩和政策が維持されました。内外金利差拡大などを背景に円安米ドル高が急速に進行し、

一時１米ドル＝152円を付ける場面もみられました。期末にかけて、米国のインフレ高進にピークアウト感が

みられたことなどから内外金利差が縮小し、１米ドル＝127円台まで反落しました。 

ユーロは、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が期後半に利上げを急速なペースで進めるなか、内外金利差拡大に伴い、

円安ユーロ高が進行しました。期末には、日銀による金融政策の修正期待から円高圧力が強まりました。 

新興国通貨は円に対して通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、ブラジルなど



品 名：01_90150_120001_120002_120003_007_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_950510.docx 

日 時：2023/3/2 14:00:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

りそなラップ型ファンド（安定型） 

の南米諸国では利上げ進行や資源高などの影響から円・米ドルに対して通貨高が進行しました。中国では緩和

的な金融政策が維持されたことを受けて、米ドルに対しては元安が進行しましたが、円に対しては元高となり

ました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信

託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、

信託財産の中長期的な安定性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2022年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中において、

金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。当期末

時点の資産配分は国内債券、先進国株式、国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、国

内株式、先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファンド全体の下

方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2022年１月26日～ 
2023年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,196  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益

証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レー

ト（確報））＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全

体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用

期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2023年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
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ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 70  0.660  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (33)  (0.308)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.308)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.004   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.030   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 73   0.698    

期中の平均基準価額は、10,675円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。    
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.69％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 11,785,020 16,697,000 14,417,283 20,623,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 4,549,274 6,710,000 4,339,794 6,416,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 9,762,851 20,149,000 8,206,560 17,104,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 98,346 156,000 140,125 227,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 4,455,319 6,555,000 4,671,778 7,060,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 10,322,747 10,491,000 4,226,198 4,239,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 451,852 499,000 831,682 921,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 146,123 157,000 265,110 295,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 7,026,971 6,419,000 11,753,868 10,761,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 144,513,738千円 84,277,100千円 9,344,330千円 369,875千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 57,551,699千円 122,660,663千円 15,977,786千円 211,972千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.51   0.68   0.58   1.74   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 139 159 172 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 4,201,640 1,569,377 2,335,861 

ＲＭ国内リートマザーファンド 918,821 1,128,301 1,570,031 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 1,408,045 2,964,337 6,168,490 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 683,516 641,737 1,041,731 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,334,825 1,118,366 1,588,527 

ＲＭ国内債券マザーファンド 7,499,799 13,596,348 13,597,708 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 4,010,310 3,630,480 3,906,397 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 1,031,087 912,101 1,044,355 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 28,727,330 24,000,433 21,331,585 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2023年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 2,335,861 4.2 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,570,031 2.8 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 6,168,490 11.0 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 1,041,731 1.9 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,588,527 2.8 

ＲＭ国内債券マザーファンド 13,597,708 24.3 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 3,906,397 7.0 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 1,044,355 1.9 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 21,331,585 38.1 

コール・ローン等、その他 3,475,998 6.0 

投資信託財産総額 56,060,683 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（164,321,004千円）の投資信託財産総額（165,645,007千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（21,308,996千円）の投資信託財産総額（21,326,648千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,168,359千円）の投資信託財産総額（31,521,539千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,999,066千円）の投資信託財産総額（48,346,427千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（9,727,885千円）の投資信託財産総額（9,748,424千円）に対

する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（236,467,211千円）の投資信託財産総額

（238,240,249千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=130.40円、1カナダドル=97.48

円、1メキシコペソ=6.9309円、1ブラジルレアル=25.3461円、1チリペソ=0.162589円、1コロンビアペソ=0.028822円、1ユーロ=141.94

円、1英ポンド=160.64円、1スイスフラン=141.36円、1スウェーデンクローナ=12.78円、1ノルウェークローネ=13.21円、1デンマークク

ローネ=19.08円、1トルコリラ=6.9321円、1チェココルナ=5.9447円、1ハンガリーフォリント=0.364465円、1ポーランドズロチ=30.113

円、1オーストラリアドル=92.14円、1ニュージーランドドル=84.43円、1香港ドル=16.65円、1シンガポールドル=98.79円、1マレーシア

リンギット=30.4666円、1タイバーツ=3.98円、1フィリピンペソ=2.3942円、1インドネシアルピア=0.0088円、1韓国ウォン=0.1057円、

1新台湾ドル=4.2931円、1中国元=19.1796円、1オフショア人民元=19.206円、1インドルピー=1.61円、1イスラエルシュケル=38.7908円、

1クウェートディナール=427.96円、1サウジアラビアリアル=34.79円、1カタールリアル=35.77円、1南アフリカランド=7.57円、1アラブ

ディルハム=35.56円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 56,060,683,055   

 コール・ローン等 329,994,458   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,335,861,573   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,570,031,005   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 6,168,490,082   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,041,731,785   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,588,527,651   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 13,597,708,130   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 3,906,397,053   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 1,044,355,726   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 21,331,585,592   

 未収入金 3,146,000,000   

(B) 負債 3,322,722,034   

 未払金 3,091,000,000   

 未払解約金 52,149,438   

 未払信託報酬 177,764,534   

 未払利息 895   

 その他未払費用 1,807,167   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 52,737,961,021   

 元本 50,702,808,263   

 次期繰越損益金 2,035,152,758   

(D) 受益権総口数 50,702,808,263口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,401円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は50,216,725,579円、期中追加設定元
本額は6,025,270,820円、期中一部解約元本額は5,539,188,136
円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0401円です。 
 

○損益の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      294,135   

 支払利息 △      294,135   

(B) 有価証券売買損益 △3,054,786,745   

 売買益 1,782,267,459   

 売買損 △4,837,054,204   

(C) 信託報酬等 △  361,235,291   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △3,416,316,171   

(E) 前期繰越損益金 1,704,518,994   

(F) 追加信託差損益金 3,746,949,935   

 (配当等相当額) (  3,408,119,582)  

 (売買損益相当額) (    338,830,353)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,035,152,758   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,035,152,758   

 追加信託差損益金 3,746,949,935   

 (配当等相当額) (  3,413,744,935)  

 (売買損益相当額) (    333,205,000)  

 分配準備積立金 2,655,118,310   

 繰越損益金 △4,366,915,487   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（645,348,229
円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定す
る収益調整金（3,413,744,935円）および分配準備積立金

（2,009,770,081円）より分配対象収益は6,068,863,245円（１万
口当たり1,196円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 
愛称：R246（安定成長型） 

 

 
第７期（決算日 2023年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託証券
ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定
性と成長性のバランスを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制
限を設けません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
３期(2019年１月25日) 10,460 0 △5.7 25.5 1.4 61.1 10.8 15,814 
４期(2020年１月27日) 11,280 0 7.8 31.7 5.7 46.7 14.9 21,818 
５期(2021年１月25日) 11,726 0 4.0 36.5 7.8 46.9 7.5 27,905 
６期(2022年１月25日) 12,410 0 5.8 37.8 2.9 48.8 9.3 46,339 
７期(2023年１月25日) 12,008 0 △3.2 36.3 3.8 49.7 9.3 55,976  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年１月25日 12,410 － 37.8 2.9 48.8 9.3 

１月末 12,440 0.2 37.8 3.3 48.4 9.3 
２月末 12,275 △1.1 38.4 3.0 48.3 9.4 
３月末 12,649 1.9 37.2 3.2 52.2 9.3 
４月末 12,336 △0.6 37.6 1.9 51.8 9.3 
５月末 12,280 △1.0 37.7 2.9 49.1 9.4 
６月末 12,064 △2.8 37.2 2.5 52.2 9.2 
７月末 12,390 △0.2 37.1 2.6 49.4 9.4 
８月末 12,304 △0.9 35.4 4.2 50.8 9.2 
９月末 11,797 △4.9 35.4 3.8 51.8 8.9 
10月末 12,208 △1.6 38.2 1.7 50.8 9.4 
11月末 12,170 △1.9 35.6 3.9 49.3 9.2 
12月末 11,718 △5.6 35.8 3.3 49.9 9.1 
(期  末)       

2023年１月25日 12,008 △3.2 36.3 3.8 49.7 9.3  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○運用経過 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界的なインフレ懸念の高まりを受け、主要国中央銀行（日本除く）が急速なペースで利上げを実施したこ

とや、金融環境の悪化や物価高に伴うコスト増加懸念などが基準価額の主な下落要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、海外金利上昇の影響を受けて、

日本の10年国債利回りは日銀の変動許容幅上限である0.25％近辺まで上昇しました。その後は、日銀による金

融政策修正期待から債券市場の変動率が高まる場面もみられましたが、金融緩和政策継続を受けて10年国債

利回りは0.25％近辺での横ばいの推移となりました。期末は、日銀が2022年12月の金融政策決定会合で長期金

利の変動許容幅を0.25％から0.5％へ拡大を決定するなか、10年国債利回りは0.5％近辺まで急上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行がインフレ抑制

姿勢を強め、金融政策正常化を加速したことから金利水準は上昇しました。米国では、ＦＲＢ（米連邦準備制

度理事会）による大幅利上げが進むなか、米10年国債利回りは一時4.3％台まで上昇しました。イギリスでは、

財源の裏付けがない大規模減税計画発表が嫌気され、国債利回りが大幅上昇する場面がみられました。期末に

かけて、主要国中央銀行による利上げペースの減速観測や景気悪化懸念が強まり、先進国の長期金利は低下し

ました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。高インフレ環境の長期化や自国通貨

安を回避する目的から新興国地域の大半で利上げが進み、長期金利は上昇しました。期末にかけて、一部の地

域ではインフレ進行にピークアウトの兆しがみられたことを背景に利上げペースが鈍化し、長期金利は低下

しました。国別では、ロシアはウクライナ侵攻に対する各国の経済制裁による影響からデフォルト懸念が強ま

り、債券価格は大幅下落しました。 

 

投資環境 
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国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、ロシアのウクライナ侵攻に対する各国の経済

制裁による影響や、中国のゼロコロナ政策による大規模な都市封鎖措置などから企業業績見通しの先行き不

透明感が意識され、大きく下落する場面がみられました。期央にかけて、円安進行が企業業績を下支えすると

の期待から買い戻しが進みました。期末にかけて、ＦＲＢによる利上げペース減速期待や中国でのゼロコロナ

政策緩和などから、国内の株式市場は上昇しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行の大幅利上げによる金融

環境悪化や物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は下落しま

した。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速が期待されたほか、欧州では暖冬による影響から

天然ガスの供給問題に改善の兆しがみられ、先進国の株式市場は買い戻しが進みました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、インフレ高進や金融環境悪化などを背景

に、新興国の株式市場は下落基調で推移しました。期末にかけては、中国でのゼロコロナ政策緩和を支援材料

に反発しました。地域別では、国際商品市況の高止まりを背景に資源国地域が相対的に選好されました。中国

では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う厳格な都市封鎖措置や中国共産党大会で習近平氏が異例となる

３期目の総書記に選出されたことへの警戒感から売り圧力が強まる場面もみられました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金融

政策正常化への加速を背景に金利上昇への警戒感が高まるなか、日銀による金融緩和策継続や経済正常化進

展が支えとなり上昇しました。期後半は、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％から0.50％へ拡大し、資金調

達環境の悪化が嫌気され、国内リート市場は上昇幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行による金融政策正常化

への加速を背景とする、先行きの資金調達環境悪化や景気後退懸念の高まりなどから、先進国のリート市場は

下落しました。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速期待から一部買い戻しが進みました。

国・地域別では、大半の地域で売り圧力が強まるなか、ウクライナ情勢悪化や物価高による家計の購買力低下

による景気悪化懸念の強まりを受けて、イギリスやドイツなど欧州地域の下落が目立ちました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルは、米国でインフレ抑制を目指すＦＲＢにより、大幅利上げが急速に進められる一方、国内では日銀

による大規模な金融緩和政策が維持されました。内外金利差拡大などを背景に円安米ドル高が急速に進行し、

一時１米ドル＝152円を付ける場面もみられました。期末にかけて、米国のインフレ高進にピークアウト感が

みられたことなどから内外金利差が縮小し、１米ドル＝127円台まで反落しました。 

ユーロは、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が期後半に利上げを急速なペースで進めるなか、内外金利差拡大に伴い、

円安ユーロ高が進行しました。期末には、日銀による金融政策の修正期待から円高圧力が強まりました。 

新興国通貨は円に対して通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、ブラジルなど
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の南米諸国では利上げ進行や資源高などの影響から円・米ドルに対して通貨高が進行しました。中国では緩和

的な金融政策が維持されたことを受けて、米ドルに対しては元安が進行しましたが、円に対しては元高となり

ました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信

託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、

信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2022年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中において、

金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。当期末

時点の資産配分は国内債券、先進国株式、国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、国

内株式、先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファンド全体の下

方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2022年１月26日～ 
2023年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,309  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行います。各

マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（円短期

金利（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮

せず））の追求および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定する

とともに、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2023年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 134  1.100  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 65)  (0.528)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 65)  (0.528)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.008   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.004)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.008   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 5   0.041   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.030)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.005)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 141   1.157    

期中の平均基準価額は、12,219円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。    
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.14％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 12,049,254 17,068,000 14,374,876 20,578,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 4,605,897 6,794,000 4,242,631 6,277,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 11,352,670 23,385,000 8,696,723 18,186,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 567,328 893,000 267,773 433,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 4,627,876 6,807,000 4,550,416 6,874,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 11,619,241 11,816,000 3,816,798 3,811,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 267,710 295,000 82,383 92,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 214,842 234,000 99,123 112,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 11,308,254 10,514,000 11,565,566 10,605,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 144,513,738千円 84,277,100千円 9,344,330千円 369,875千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 57,551,699千円 122,660,663千円 15,977,786千円 211,972千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.51   0.68   0.58   1.74   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 139 159 172 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 3,842,266 1,516,644 2,257,373 

ＲＭ国内リートマザーファンド 941,888 1,305,154 1,816,121 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 5,874,167 8,530,114 17,750,315 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 1,417,476 1,717,031 2,787,257 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,327,298 1,404,759 1,995,319 

ＲＭ国内債券マザーファンド 3,602,656 11,405,098 11,406,239 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 839,480 1,024,807 1,102,692 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 849,687 965,406 1,105,390 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 17,803,597 17,546,285 15,595,138 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 2,257,373 3.8 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,816,121 3.0 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 17,750,315 29.8 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,787,257 4.7 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,995,319 3.3 

ＲＭ国内債券マザーファンド 11,406,239 19.1 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 1,102,692 1.8 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 1,105,390 1.9 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 15,595,138 26.1 

コール・ローン等、その他 3,843,268 6.5 

投資信託財産総額 59,659,112 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（164,321,004千円）の投資信託財産総額（165,645,007千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（21,308,996千円）の投資信託財産総額（21,326,648千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,168,359千円）の投資信託財産総額（31,521,539千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,999,066千円）の投資信託財産総額（48,346,427千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（9,727,885千円）の投資信託財産総額（9,748,424千円）に対

する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（236,467,211千円）の投資信託財産総額

（238,240,249千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=130.40円、1カナダドル=97.48

円、1メキシコペソ=6.9309円、1ブラジルレアル=25.3461円、1チリペソ=0.162589円、1コロンビアペソ=0.028822円、1ユーロ=141.94

円、1英ポンド=160.64円、1スイスフラン=141.36円、1スウェーデンクローナ=12.78円、1ノルウェークローネ=13.21円、1デンマークク

ローネ=19.08円、1トルコリラ=6.9321円、1チェココルナ=5.9447円、1ハンガリーフォリント=0.364465円、1ポーランドズロチ=30.113

円、1オーストラリアドル=92.14円、1ニュージーランドドル=84.43円、1香港ドル=16.65円、1シンガポールドル=98.79円、1マレーシア

リンギット=30.4666円、1タイバーツ=3.98円、1フィリピンペソ=2.3942円、1インドネシアルピア=0.0088円、1韓国ウォン=0.1057円、

1新台湾ドル=4.2931円、1中国元=19.1796円、1オフショア人民元=19.206円、1インドルピー=1.61円、1イスラエルシュケル=38.7908円、

1クウェートディナール=427.96円、1サウジアラビアリアル=34.79円、1カタールリアル=35.77円、1南アフリカランド=7.57円、1アラブ

ディルハム=35.56円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 59,659,112,979   

 コール・ローン等 564,261,960   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,257,373,920   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,816,121,992   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 17,750,315,656   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 2,787,257,893   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,995,319,683   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 11,406,239,501   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 1,102,692,815   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 1,105,390,642   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 15,595,138,917   

 未収入金 3,279,000,000   

(B) 負債 3,682,763,668   

 未払金 3,366,000,000   

 未払解約金 9,588,749   

 未払信託報酬 305,311,083   

 未払利息 1,530   

 その他未払費用 1,862,306   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 55,976,349,311   

 元本 46,614,012,158   

 次期繰越損益金 9,362,337,153   

(D) 受益権総口数 46,614,012,158口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,008円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は37,339,730,017円、期中追加設定元
本額は13,294,353,008円、期中一部解約元本額は4,020,070,867
円です。 

（注）当期末の１口当たり純資産額は1.2008円です。 

○損益の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      389,797   

 その他収益金 143   

 支払利息 △      389,940   

(B) 有価証券売買損益 △1,069,993,574   

 売買益 2,258,605,559   

 売買損 △3,328,599,133   

(C) 信託報酬等 △  581,839,217   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,652,222,588   

(E) 前期繰越損益金 3,062,544,674   

(F) 追加信託差損益金 7,952,015,067   

 (配当等相当額) (  7,246,129,898)  

 (売買損益相当額) (    705,885,169)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,362,337,153   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,362,337,153   

 追加信託差損益金 7,952,015,067   

 (配当等相当額) (  7,260,601,799)  

 (売買損益相当額) (    691,413,268)  

 分配準備積立金 3,503,755,816   

 繰越損益金 △2,093,433,730   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（441,211,142円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収
益 調 整 金 （ 7,260,601,799 円 ） お よ び 分 配 準 備 積 立 金

（3,062,544,674円）より分配対象収益は10,764,357,615円（１万
口当たり2,309円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 
愛称：R246（成長型） 

 

 
第７期（決算日 2023年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な成長性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は、行いま
せん。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制
限を設けません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

  

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
３期(2019年１月25日) 11,363 0 △ 7.9 66.6 3.2 3.9 25.9 7,562 
４期(2020年１月27日) 13,102 0 15.3 55.0 14.0 3.9 26.3 11,154 
５期(2021年１月25日) 13,197 0 0.7 55.5 11.2 12.2 19.5 14,999 
６期(2022年１月25日) 14,980 0 13.5 66.3 5.7 13.7 13.3 25,917 
７期(2023年１月25日) 15,379 0 2.7 62.3 6.3 16.4 14.5 34,023  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年１月25日 14,980 － 66.3 5.7 13.7 13.3 

１月末 15,089 0.7 65.7 6.4 13.6 13.3 
２月末 14,933 △0.3 66.3 5.9 13.5 13.5 
３月末 15,969 6.6 62.7 5.8 17.2 14.5 
４月末 15,485 3.4 64.0 3.4 17.3 14.9 
５月末 15,430 3.0 63.9 4.9 16.0 14.6 
６月末 15,192 1.4 63.7 4.5 17.3 14.5 
７月末 15,641 4.4 63.6 4.5 16.4 14.7 
８月末 15,704 4.8 61.1 7.6 17.0 14.7 
９月末 14,911 △0.5 61.3 6.6 17.2 14.2 
10月末 15,804 5.5 65.4 3.0 16.5 14.7 
11月末 15,665 4.6 61.7 6.6 16.5 14.6 
12月末 14,879 △0.7 62.4 5.6 17.0 14.5 
(期  末)       

2023年１月25日 15,379 2.7 62.3 6.3 16.4 14.5  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○運用経過 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

為替相場が米ドル・ユーロの双方に対して円安となったことにより、組入比率の高いＲＭ先進国株式マザー

ファンドの基準価額が上昇したことから、基準価額は上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、海外金利上昇の影響を受けて、

日本の10年国債利回りは日銀の変動許容幅上限である0.25％近辺まで上昇しました。その後は、日銀による金

融政策修正期待から債券市場の変動率が高まる場面もみられましたが、金融緩和政策継続を受けて10年国債

利回りは0.25％近辺での横ばいの推移となりました。期末は、日銀が2022年12月の金融政策決定会合で長期金

利の変動許容幅を0.25％から0.5％へ拡大を決定するなか、10年国債利回りは0.5％近辺まで急上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行がインフレ抑制

姿勢を強め、金融政策正常化を加速したことから金利水準は上昇しました。米国では、ＦＲＢ（米連邦準備制

度理事会）による大幅利上げが進むなか、米10年国債利回りは一時4.3％台まで上昇しました。イギリスでは、

財源の裏付けがない大規模減税計画発表が嫌気され、国債利回りが大幅上昇する場面がみられました。期末に

かけて、主要国中央銀行による利上げペースの減速観測や景気悪化懸念が強まり、先進国の長期金利は低下し

ました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。高インフレ環境の長期化や自国通貨

安を回避する目的から新興国地域の大半で利上げが進み、長期金利は上昇しました。期末にかけて、一部の地

域ではインフレ進行にピークアウトの兆しがみられたことを背景に利上げペースが鈍化し、長期金利は低下

しました。国別では、ロシアはウクライナ侵攻に対する各国の経済制裁による影響からデフォルト懸念が強ま

り、債券価格は大幅下落しました。 

 

投資環境 



品 名：03_90150_120001_120002_120003_007_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_950510.docx 

日 時：2023/3/2 12:52:00 

ページ：36 

 

－ 36 － 

りそなラップ型ファンド（成長型） 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、ロシアのウクライナ侵攻に対する各国の経済

制裁による影響や、中国のゼロコロナ政策による大規模な都市封鎖措置などから企業業績見通しの先行き不

透明感が意識され、大きく下落する場面がみられました。期央にかけて、円安進行が企業業績を下支えすると

の期待から買い戻しが進みました。期末にかけて、ＦＲＢによる利上げペース減速期待や中国でのゼロコロナ

政策緩和などから、国内の株式市場は上昇しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行の大幅利上げによる金融

環境悪化や物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は下落しま

した。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速が期待されたほか、欧州では暖冬による影響から

天然ガスの供給問題に改善の兆しがみられ、先進国の株式市場は買い戻しが進みました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、インフレ高進や金融環境悪化などを背景

に、新興国の株式市場は下落基調で推移しました。期末にかけては、中国でのゼロコロナ政策緩和を支援材料

に反発しました。地域別では、国際商品市況の高止まりを背景に資源国地域が相対的に選好されました。中国

では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う厳格な都市封鎖措置や中国共産党大会で習近平氏が異例となる

３期目の総書記に選出されたことへの警戒感から売り圧力が強まる場面もみられました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金融

政策正常化への加速を背景に金利上昇への警戒感が高まるなか、日銀による金融緩和策継続や経済正常化進

展が支えとなり上昇しました。期後半は、日銀が長期金利の変動許容幅を0.25％から0.50％へ拡大し、資金調

達環境の悪化が嫌気され、国内リート市場は上昇幅を縮小しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行による金融政策正常化

への加速を背景とする、先行きの資金調達環境悪化や景気後退懸念の高まりなどから、先進国のリート市場は

下落しました。期後半は、主要国中央銀行による利上げペースの減速期待から一部買い戻しが進みました。

国・地域別では、大半の地域で売り圧力が強まるなか、ウクライナ情勢悪化や物価高による家計の購買力低下

による景気悪化懸念の強まりを受けて、イギリスやドイツなど欧州地域の下落が目立ちました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルは、米国でインフレ抑制を目指すＦＲＢにより、大幅利上げが急速に進められる一方、国内では日銀

による大規模な金融緩和政策が維持されました。内外金利差拡大などを背景に円安米ドル高が急速に進行し、

一時１米ドル＝152円を付ける場面もみられました。期末にかけて、米国のインフレ高進にピークアウト感が

みられたことなどから内外金利差が縮小し、１米ドル＝127円台まで反落しました。 

ユーロは、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が期後半に利上げを急速なペースで進めるなか、内外金利差拡大に伴い、

円安ユーロ高が進行しました。期末には、日銀による金融政策の修正期待から円高圧力が強まりました。 

新興国通貨は円に対して通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、ブラジルなど
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の南米諸国では利上げ進行や資源高などの影響から円・米ドルに対して通貨高が進行しました。中国では緩和

的な金融政策が維持されたことを受けて、米ドルに対しては元安が進行しましたが、円に対しては元高となり

ました。 

 

 

各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信

託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、

信託財産の中長期的な成長性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2022年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中において、

金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しました。当期末

時点の資産配分は国内債券、先進国株式、国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、国

内株式、先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、ファンド全体の下

方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。また、ベンチマークとの連動性を高めるた

め、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2022年１月26日～ 
2023年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,378  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資比率

は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確

報））＋６％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下

方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中

も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2023年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
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ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 186  1.210  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 90)  (0.583)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 90)  (0.583)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.015   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.012)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

（d） そ の 他 費 用 9   0.061   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.046)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.009)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 199   1.300    

期中の平均基準価額は、15,391円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。    



品 名：03_90150_120001_120002_120003_007_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_950510.docx 

日 時：2023/3/2 12:52:00 

ページ：43 

 

－ 43 － 

りそなラップ型ファンド（成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.26％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 7,504,200 10,648,000 8,061,911 11,537,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 2,888,337 4,247,000 2,529,162 3,742,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 7,622,871 15,707,000 5,725,494 12,009,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 701,343 1,096,000 399,628 640,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 3,172,393 4,669,000 2,618,728 3,965,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 5,477,104 5,557,000 2,230,960 2,226,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 192,837 214,000 53,849 60,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 154,655 171,000 61,890 70,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 4,481,372 4,137,000 5,590,579 5,109,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 144,513,738千円 84,277,100千円 9,344,330千円 369,875千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 57,551,699千円 122,660,663千円 15,977,786千円 211,972千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.51   0.68   0.58   1.74   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 139 159 172 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 2,475,233 1,917,521 2,854,039 

ＲＭ国内リートマザーファンド 799,576 1,158,752 1,612,403 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 6,531,079 8,428,455 17,538,774 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 1,709,449 2,011,165 3,264,724 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,106,566 1,660,230 2,358,191 

ＲＭ国内債券マザーファンド 248,943 3,495,087 3,495,436 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 480,904 619,893 667,005 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 490,687 583,453 668,053 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 2,761,107 1,651,900 1,468,208 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 2,854,039 7.9 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,612,403 4.4 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 17,538,774 48.3 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 3,264,724 9.0 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 2,358,191 6.5 

ＲＭ国内債券マザーファンド 3,495,436 9.6 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 667,005 1.8 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 668,053 1.8 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,468,208 4.0 

コール・ローン等、その他 2,410,923 6.7 

投資信託財産総額 36,337,756 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（164,321,004千円）の投資信託財産総額（165,645,007千円）

に対する比率は99.2％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（21,308,996千円）の投資信託財産総額（21,326,648千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,168,359千円）の投資信託財産総額（31,521,539千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,999,066千円）の投資信託財産総額（48,346,427千円）に

対する比率は99.3％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（9,727,885千円）の投資信託財産総額（9,748,424千円）に対

する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（236,467,211千円）の投資信託財産総額

（238,240,249千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=130.40円、1カナダドル=97.48

円、1メキシコペソ=6.9309円、1ブラジルレアル=25.3461円、1チリペソ=0.162589円、1コロンビアペソ=0.028822円、1ユーロ=141.94

円、1英ポンド=160.64円、1スイスフラン=141.36円、1スウェーデンクローナ=12.78円、1ノルウェークローネ=13.21円、1デンマークク

ローネ=19.08円、1トルコリラ=6.9321円、1チェココルナ=5.9447円、1ハンガリーフォリント=0.364465円、1ポーランドズロチ=30.113

円、1オーストラリアドル=92.14円、1ニュージーランドドル=84.43円、1香港ドル=16.65円、1シンガポールドル=98.79円、1マレーシア

リンギット=30.4666円、1タイバーツ=3.98円、1フィリピンペソ=2.3942円、1インドネシアルピア=0.0088円、1韓国ウォン=0.1057円、

1新台湾ドル=4.2931円、1中国元=19.1796円、1オフショア人民元=19.206円、1インドルピー=1.61円、1イスラエルシュケル=38.7908円、

1クウェートディナール=427.96円、1サウジアラビアリアル=34.79円、1カタールリアル=35.77円、1南アフリカランド=7.57円、1アラブ

ディルハム=35.56円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 36,337,756,483   

 コール・ローン等 367,918,420   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 2,854,039,280   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,612,403,892   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 17,538,774,082   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 3,264,724,639   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 2,358,191,302   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 3,495,436,914   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 667,005,531   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 668,053,685   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 1,468,208,738   

 未収入金 2,043,000,000   

(B) 負債 2,313,768,150   

 未払金 2,104,000,000   

 未払解約金 8,844,118   

 未払信託報酬 199,815,049   

 未払利息 997   

 その他未払費用 1,107,986   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 34,023,988,333   

 元本 22,124,292,205   

 次期繰越損益金 11,899,696,128   

(D) 受益権総口数 22,124,292,205口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,379円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は17,301,984,663円、期中追加設定元
本額は7,028,388,102円、期中一部解約元本額は2,206,080,560
円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.5379円です。 

○損益の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       232,191   

 その他収益金 420   

 支払利息 △       232,611   

(B) 有価証券売買損益 990,005,778   

 売買益 1,816,242,092   

 売買損 △   826,236,314   

(C) 信託報酬等 △   372,506,292   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 617,267,295   

(E) 前期繰越損益金 2,803,349,813   

(F) 追加信託差損益金 8,479,079,020   

 (配当等相当額) (   7,460,501,167)  

 (売買損益相当額) (   1,018,577,853)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 11,899,696,128   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 11,899,696,128   

 追加信託差損益金 8,479,079,020   

 (配当等相当額) (   7,471,714,990)  

 (売買損益相当額) (   1,007,364,030)  

 分配準備積立金 3,420,617,108   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（416,189,400
円）、費用控除後の有価証券等損益額（201,077,895円）、信託約
款に規定する収益調整金（8,479,079,020円）および分配準備積
立金（2,803,349,813円）より分配対象収益は11,899,696,128円

（１万口当たり5,378円）ですが、当期に分配した金額はありま
せん。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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